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他
各
種
の
合
則
及
び
数
十
篇
の
合
歌
、
寮
歌
、
應
援
歌
等
約
二
旦
頁
の
附
鎌
が
付
で
居
る
。
之
を
要
す
る
に
、
本
書
は
、
一
橋
五
十
周
年
を
紀
念
す
る
に
、
極
め
て
相
應
し
い
、
生
命
に
充
溢
し
た
る
、
堂
々
た
る
、
学
校
生
活
史
で
あ
り
、
螢
展
史
で
あ
る
。
其
骨
髄
た
る
一
橋
精
神
を
完
全
に
膿
得
し
た
る
者
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
な
か
！
1
是
れ
丈
け
の
も
の
が
さ
て
も
出
凍
る
も
の
で
は
な
い
。
此
鮎
に
つ
い
て
私
は
淀
く
鯖
基
委
員
諸
君
に
敬
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
た
其
の
燈
裁
三
言
ひ
、
文
章
と
云
ひ
、
殆
ど
申
分
が
な
い
。
否
寧
ろ
嘆
賞
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
只
だ
然
し
、
吾
人
の
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
巻
頭
の
字
馬
の
中
に
、
故
村
瀬
春
雄
其
人
を
加
へ
た
か
っ
た
こ
と
と
、
史
粋
の
提
供
を
も
つ
と
贋
く
中
央
地
方
の
別
な
く
、
避
雷
な
方
面
の
人
に
求
め
た
な
ら
ば
、
更
に
二
厨
間
然
す
る
所
の
無
い
も
の
が
出
水
た
で
あ
ろ
う
に
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。
最
後
に
私
は
、
満
天
下
の
畢
生
、
其
父
兄
、
教
師
、
学
校
管
理
者
、
文
政
関
係
者
を
始
め
、
政
治
家
、
操
肌
着
及
び
各
方
面
の
指
導
者
に
切
に
此
の
書
を
讃
ま
れ
ん
こ
と
を
勧
め
て
已
ま
ね
も
の
で
あ
る
。
一
橋
璧
五
十
年
の
生
活
は
、
克
く
此
書
を
生
ん
だ
、
商
大
を
始
め
、
廣
く
天
下
の
学
校
生
活
は
、
此
書
の
畜
ま
れ
る
こ
亡
に
よ
っ
て
、
．
必
ず
や
貴
重
な
る
何
者
か
を
付
け
加
ふ
る
所
が
あ
ろ
う
こ
と
を
、
吾
人
は
断
言
し
て
此
筆
を
撒
く
も
の
で
あ
る
。
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株
式
組
織
の
企
業
勃
興
し
、
株
式
放
資
が
年
を
逐
う
て
盛
な
る
に
及
び
株
式
取
引
所
が
財
界
枢
要
の
公
共
機
圃
と
し
て
益
々
重
要
成
せ
ら
る
ゝ
に
至
る
は
、
自
然
の
順
序
で
あ
る
。
さ
れ
ば
株
式
取
引
所
に
於
け
新
　
刊
　
紹
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